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●市の特徴

●３助の備え

●避難行動のアンケートを実施
　　コロナ蔓延下での、避難行動の変化を把握するため、市民 1,064 世帯を対象に調査。

▽避難しないと答えた人は、7％から 3％へ減少
▽知人宅への避難、車中避難などが増加
▽戸建上階や高層階への避難と回答した人は約 6割と横ばい
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　コロナ蔓延下では市
民 の 防 災 行 動 が 変 化
し、さまざまな方法に
よる避難を想定する必
要がある。
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結果

　淀川、安威川などに囲まれ
た平坦な地域であるため、水
害の危険性が高く、約７割の
地域が浸水すると想定

　コロナ蔓延下では、３密を避け
る必要があるため、避難スペース
が通常の４倍必要

淀川

安威川

市民一人ひとりが備える
▽備蓄品の準備（最低３日分）
▽ハザードマップや避難経路の
確認　など

地域で備える
▽防災サポーターや防災士
▽自主防災会の地域版防災マッ
プ　など

公的機関が備える
▽避難場所の確保
▽地域防災計画の策定　など

自助 共助 公助

　それぞれの取り組みが機能す
ることで災害から命を守る事が
できる

避難所

知人宅テント

S.O.S 避難メソッド
〜新型コロナウイルスと水害に備えた分散避難〜
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●市内事業所と協定締結
　市内に事業所が約 4,000 社あるとい
う産業都市の強みを生かし、災害時に
おける緊急避難場所として事業所を使
用させてもらえるよう、協定締結を進
めています。
　協定締結事業所や利用できる時間帯
などについては、改めてお知らせしま
す。 従来の避難 市が指定する避難場所へ避難

（水害時の避難想定者数　最大 68,000 人）

　ハザードマップを確認
▶今年 3月、市内全戸に配布した
防災タウンページ（洪水ハザード
マップ）で、住んでいる地域の浸
水想定を事前に確認しましょう。
▶地域によっては２階以上も浸水
する可能性があり、自宅の高層階
に避難する、いわゆる垂直避難が
できない場合があります。

●コロナ蔓延下での避難準備

　感染症対策を意識した備蓄
▶マスクや手指消毒剤、非常用トイレなど感染症対
策に必要なものを、食料など（最低 3日分、できれ
ば 1週間分）に加えて日頃から備蓄し、避難の際は
携行しましょう。
▶府や市では、避難者のために食料を備蓄していま
す。しかし、大規模災害時には交通網が遮断され、
支援物資がすぐに届かないことも予想されます。

　避難の方法を再検討
▶市が危険と判断した際は避難所への避難を呼びかけていましたが、避難者が
集中すると 3 つの密（密閉、密集、密接）を避けることが困難になります。
▶市域の大部分が浸水するため、避難所・緊急避難場所だけでは十分な収容面
積を確保できません。
▶親戚宅などへの避難（縁故避難）や車で安全な場所まで避難する車中避難な
どの、分散避難を検討しましょう。

　S.O.S 避難メソッドとは、「摂津市オリジナルセパレート避難メソッド」のことで、
災害時に避難所だけに避難するのではなく、自らの状況や災害の状況により、適切な
避難行動をとることです。
　また、公的な避難場所だけでなく、市内の事業所と協定を締結し、避難場所として
活用することが特徴です。

▽事業所などへの避難 ▽広域避難として万博公
園に避難場所を確保（調
整中）

S.O.S 避難行動 従来の避難場所（学校、公民館など）

民間施設、自宅、縁故、車中など多様な避難
市内事業所、万博公園に避難場所を新たに確保（調整中）

▲三星ダイヤモンド工業㈱と市の協定式

▲緊急避難場所
に設置する看板

摂 津 オ リ ジ ナ ル （ ２ 割 ）【感染症対策グッズ】
□マスク
□ビニール手袋
□アルコール消毒液
□体温計
□上履き（スリッパ）
□常用薬・お薬り手帳
□非常用トイレ　など

S.O.S 避難メソッド
紹介ページへ

（市ホームページ）

　右記のQR コードか
ら防災タウンページ（洪
水ハザードマップ）を
確認できます。
※市ホームページへ

※括弧内の割合は避難想定者数

従来の避難場所への避難（１割） 自宅の２階または３階へ避難（３割）
※ハザードマップで安全確認が必要

浸水しない
知人宅などへの縁故避難（２割）

浸水しない地域へ
車中・テントなど青空避難（２割）

S.O.S 避難メソッド 〜 Settsu Original Separate　避難メソッド〜


